
東京医科歯科大学病院 

 

東京医科歯科大学病院で家族性間質性肺炎に対する診療を受けられた患者様・ご家族の皆様へ 

 

東京医科歯科大学病院呼吸器内科（以下当科とします）では、「家族性間質性肺炎の臨床画像病理学的

検討－多施設共同後方視的研究－」という、一般財団法人慈山会医学研究所付属坪井病院を代表とする

多機関共同研究に協力しています。そのため、当科で家族性間質性肺炎に対する診療を受けられた患者

様の診療情報及び検体を使用させていただきますので、以下の内容を確認してください。なお本提供は

本学の医学部長の許可を得て行います。 

承認番号：M2023-050 

研究期間：医学部倫理審査委員会承認後から西暦 2027 年 3 月 31 日 

研究責任者：東京医科歯科大学 肺免疫治療学講座 准教授 岡本 師 

 

 

① 情報の利用目的及び利用方法 

この研究では、家族性間質性肺炎患者の臨床・画像・病理学的特徴を明らかにし、抗炎症療法や抗

線維化薬（ピルフェニドン、ニンテダニブ）の有効性について明らかにすることを主な目的として

います。そのため、2000 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日の間に家族性間質性肺炎の診断で当科に

おいて診療を受けられた患者様を対象として、診療で収集した検体と情報を利用します。検体と

臨床情報は、本学で匿名化したうえで、診療情報はメールにて慈山会医学研究所附属坪井病院に

送付、胸部 CT と胸部 X 線写真は CD-ROM 等にて関西労災病院へ送付、病理スライドは日本医科

大学附属病院へ送付します。利用する情報は、患者様個人が特定されないように匿名化を行い、個

人情報に関しては厳重に管理します。 

 

② 利用する試料・情報の項目 

 カルテ情報（生年、性別、喫煙歴、生活歴、既往歴、症状、併存症、身長、体重、治療内容な

ど） 

 各種検査結果（血液検査、呼吸機能検査、胸部 CT 画像）・病理組織 

 

③ 利用する者の範囲（共同研究機関の名称及び研究責任者名） 

本学 岡本師、坪井病院 杉野圭史、JR 東京総合病院 河野千代子、神奈川県立循環器呼吸器病

センター 小倉髙志、関西労災病院 上甲剛、埼玉県立循環器・呼吸器病センター 河端美則、東

邦大学大森病院 坂本晋、日本医科大学付属病院 寺﨑泰弘、杏林大学医学部付属病院 石井晴

之、埼玉医科大学国際医療センター 酒井文和、京都大学病院 半田知宏、近畿中央呼吸器センタ

ー 新井徹、公立陶生病院 近藤康博、国立国際医療研究センター 泉信有、国立病院機構仙台医

療センター 小山涼子、国立病院機構東京病院 木谷匡志、順天堂大学医学部附属浦安病院 佐々

木信一、神戸大学 田中伴典、日本赤十字社医療センター 猪俣稔、福井大学呼吸器内科 早稲田

優子、福島県立医科大学 谷野功典 

 



④ 情報の管理について責任を有する機関の名称 

一般財団法人慈山会医学研究所付属坪井病院 

 

⑤ 研究資金および利益相反について 

本研究は大学の運営費を用いて行われます。また、研究を実施するにあたり特定企業との利害関

係はありません。本研究の実施にあたっては、本学利益相反マネジメント委員会に対して研究者

の利益相反状況に関する申告を行い、同委員会による確認を受けています。 

※利益相反とは、研究者が企業など、自分の所属する機関以外から研究資金等を提供してもらう

ことによって、研究結果が特定の企業にとって都合のよいものになっているのではないか・研究

結果の公表が公正に行われないのではないかなどの疑問が第三者から見て生じかねない状態のこ

とを指します。 

 

⑥ 対象者の求めに応じて、対象者の情報の利用を停止すること 

この研究では、患者様・ご家族様の診療情報が利用されることに同意できず、拒否されたい場合

に、下記の方法により、いつでもその利用を停止することが可能です。また、利用の停止を受け付

けた場合でも、その後の診療において一切の不利益を受けることはありません。 

 

⑦ 上記⑤の求めを受け付ける方法 

下記までご連絡ください。 

研究者連絡先：東京医科歯科大学病院 肺免疫治療学講座 准教授 岡本 師 

所在地：東京都文京区湯島 1-5-45 MD タワー13 階 

電話番号（直通）：03-5803-5954 （対応可能時間帯：平日 9:00～17:00） 

 

苦情窓口：東京医科歯科大学医学部総務係 

  03-5803-5096（対応可能時間帯：平日 9:00～17:00） 


